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第１ 教育委員会の事務の点検・評価制度 

 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により、平成 20年度から、全ての教

育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表しなければならないことと

されました。また、点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用を図ることも規定されています。 

 本町教育委員会では、この法律に基づき、教育委員会の事務の点検・評価を行い、教育行政

サービスの質の向上と効率化を進めてまいります。 

 

 

(参考) 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 (平成 26年 6月 20日一部改正) 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任された事

務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）

を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これ

を議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用 

を図るものとする。
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第２ 教育委員会会議及び教育委員の活動 

 

１ 平成 26年度の教育委員会会議開催実績 

日  時 議案・報告等 題  目 

H26. 4.22 

報告第 1号 
代理行為の承認について 

・合同訓令の一部改正について 

報告第 2号 
代理行為の承認について 

・府中町朝鮮人学校就学助成補助金交付要綱の廃止について 

報告第 3号 

代理行為の承認について 

・学校運営協議会規則第３条に基づく学校運営協議会を設置する学校の指定につ

いて 

報告第 4号 
代理行為の承認について 

・府中南小学校学校運営協議会委員の委嘱について 

報告第 5号 
代理行為の承認について 

・府中町就学指導委員会委員の委嘱について 

報告第 6号 
代理行為の承認について 

・府中町公民館運営審議会委員の委嘱について 

第 1号議案 
平成 26 年度府中町教育行政施策基本方針及び学校教育・社会教育重点目標と施

策について 

H26. 5.27 

報告第 7号 

代理行為の承認について 

・府中町立学校における自家用車の公務使用に関する取扱要領の一部改正につい

て 

報告第 8号 
代理行為の承認について 
・学校医の委嘱について 

第 2号議案 
平成 26年第 2回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等に対す

る意見について 

第 3号議案 府中南小学校運営協議会委員の委嘱について 

第 4号議案 平成 27 年度使用小学校教科用図書採択の基本方針について 

H26. 6.25 

報告第 9号 

代理行為の承認について 

・付議事件に関する意見聴取について 

平成 26年第 2回府中町議会定例会 

   第 27号議案  平成 26年度府中町一般会計補正予算（第 2号） 

報告第 10号 
代理行為の承認について 

・府中町社会教育委員の委嘱について 

報告第 11号 
代理行為の承認について 

・府中町公民館運営審議会委員の委嘱について 

報告第 12号 

専決処分の報告について 

・教育委員会の任免に係る職員のうち係長以下の職員の任免その他の人事に関す

ることについて 
第 5号議案 府中町幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部改正について 

第 6号議案 平成２５年度教育委員会事務点検・評価報告書について 
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日  時 議案・報告等 題  目 

H26. 7.29 － 教育長報告のみ 

H26.8.19 

第 7号議案 府中町就学指導委員会顧問及び委員の委嘱について 

第 8号議案 
平成 26年第 3回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等に対す

る意見について 

第 9号議案 平成 27年度使用小学校教科用図書採択について 

第 10号議案 平成 27年度使用特別支援学級用教科用図書採択について 

H26.9.30 

報告第 13号 

代理行為の承認について 

・付議事件に関する意見聴取について 

平成 26年第 3回府中町議会定例会 

   第 36号議案  平成 26年度府中町一般会計補正予算（第 3号） 

   第 44号議案  府中町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の制定について 

   第 47号議案  平成 25年度府中町歳入歳出決算の認定について 

報告第 14号 
代理行為の承認について 

・府中南小学校学校運営協議会委員の委嘱について 

報告第 15号 

専決処分の報告について 

・県費負担教職員（校長、教頭、総括事務長及び事務長を除く教職員）の任免そ

の他の人事に関して県教育委員会へ内申を行うことについて 

報告第 16号 

専決処分の報告について 

・教育委員会の任免に係る職員のうち係長以下の職員の任免その他の人事に関す

ることについて 

H26.10.28 報告第 17号 
代理行為の承認について 

・府中町社会教育委員の委嘱について 

H26.11.25 第 11号議案 
平成 26年第 4回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等に対す

る意見について 

H26.12.16 報告第 18号 

代理行為の承認について 

・付議事件に関する意見聴取について 

平成 26年第 4回府中町議会定例会 

   第 49号議案  平成 26年度府中町一般会計補正予算（第 5号） 

   第 55号議案  府中町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す

る条例の一部改正について 

   第 56号議案  府中町職員の給与に関する条例の一部改正について 

H27.1.27 第 12号議案 消防職員への不適切な手当等の支給事案に係る関係職員の矯正措置について 

H27.2.24 第 13号議案 
平成 27年第 1回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等に対す

る意見について 

H27.3.18 

報告第 19号 

代理行為の承認について 

・県費負担教職員（校長、教頭、総括事務長及び事務長）の任免その他の人事に

関して県教育委員会へ内申を行うことについて 

報告第 20号 

専決処分の報告について 

・県費負担教職員（校長、教頭、総括事務長及び事務長を除く教職員）の任免そ

の他の人事に関して県教育委員会へ内申を行うことについて 
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日  時 議案・報告等 題  目 

H27.3.24 

報告第 21号 

代理行為の承認について 

・付議事件に関する意見聴取について 

平成 27年第 1回府中町議会定例会 

   第 1号議案  平成 26年度府中町一般会計補正予算（第 6号） 

   第 5号議案  平成 27年度府中町一般会計予算 

   第 13号議案 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定に

ついて 

   第 14号議案 府中町教育委員会教育長の勤務時間、休暇等及び職務に専 

念する義務の特例に関する条例の制定について 

   第 15号議案 府中町特別職の職員で常勤のものの給料の額の特例に関す

る条例の一部改正について 

報告第 22号 
代理行為の承認について 

・合同訓令の一部改正について 

第 14号議案 府中町教育委員会会議規則の一部を改正する規則について 

第 15号議案 府中町教育委員会傍聴規則の一部を改正する規則について 

第 16号議案  府中町教育委員会公告式規則の一部を改正する規則について 

第 17号議案 府中町教育委員会事務局の組織に関する規則の一部を改正する規則について 

第 18号議案 教育長に対する事務委任規則の一部を改正する規則について 

第 19号議案 
学校その他の教育機関の長に対する事務委任規則の一部を改正する規則につい

て 

第 20号議案 
府中町教育委員会事務局及び学校その他の教育関係職員の職の設置に関する規

則について 

第 21号議案 教育長の職務代理者を定める規則を廃止する規則について 

第 22号議案 教育長専決事項に関する規程の一部を改正する訓令について 

第 23号議案 府中町教育委員会公印規程の一部を改正する訓令について 

第 24号議案 
職員の服務の宣誓における上級の公務員を定める規程の一部を改正する訓令に

ついて 

第 25号議案 学校医等の委嘱について 

第 26号議案 府中町情報公開・個人情報保護審査会委員の任命の同意について 

第 27号議案 
教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免

その他の人事について 
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２ 平成 26年度の教育委員活動実績 

 

日  時 場  所 内  容 

H26. 4. 7 府中町立小学校（5校） 府中町立小学校入学式 

H26. 4. 8 府中町立中学校（2校） 府中町立中学校入学式 

H26. 5.24 

H26. 5.24 

H26. 5.24 

H26. 5.31 

H26. 5.31 

H26. 9.20 

H26. 9.20 

府中中央小学校 

府中東小学校 

府中北小学校 

府中小学校 

府中南小学校 

府中中学校 

府中緑ケ丘中学校 

府中町立小中学校運動会 

H26. 7. 3 
広島県立総合体育館 

本館地下 1階（広島市） 

平成26年度広島県女性教育委員グループ総会並びに第1回

研修会 

H26. 8.19 くすのきプラザ（府中町） 府中町教職員研究大会 

H26.10.3 

～  

H26.11.12 

＜学校へ行こう週間＞ 

府中小学校 
10/3 

11/1～7 

PTA全体行事 

授業公開 

府中南小学校 

11/1～7 

11/7 

 

自由参観 

パブリックデー 

授業参観、児童発表 

府中中央小学校 
11/1 

11/7 

学習発表会、自由参観 

学校懇談会（授業公開及び懇談） 

府中東小学校 

10/18 

11/1～7 

11/12 

音楽会 

自由参観 

授業公開（道徳） 

府中北小学校 
10/27 

11/1～7 

授業参観（算数）・児童発表 

自由参観 

府中中学校 

10/17 

11/1 

 

11/8 

いきいき参観日 

文化祭 合唱コンクール・作品展示発表・実演（茶

道部・吹奏楽部） 

吹奏楽部定期演奏会 

府中緑ヶ丘中学校 

10/14～17 

11/1 

 

自由参観 

文化祭（コーラス大会・文化部発表・展示・実演

等） 
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日  時 場  所 内  容 

H26.11.1 せら文化センター（世羅町） 平成 26年度「ひろしま教育の日」フォーラム 

H26.11.7 くすのきプラザ他（府中町） 平成 26年度広島県女性教育委員グループ第 2回研修会 

H26.11.13 メルパルク広島（広島市） 広島県市町教育委員会教育委員研修会 

H27.1.27 府中町役場 府中町長意見聴取 

H27.3. 6 
広島県立総合体育館 

本館地下１階（広島市） 
平成 26年度広島県女性教育委員グループ第 3回研修会 

H27.3. 8 府中町立中学校（2校） 府中町立中学校卒業式 

H27.3.20 府中町立小学校（5校） 府中町立小学校卒業式 
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第３ 評価の方法 

 

 

１ 施策の目標 

   「施策の目標」には何のために当該施策を行うのか、どのように行うのかを記入してい

ます。 

 

２ 取組みと成果 

   ねらいや目標達成のためにどのような取組みを行ったか、その結果どのような成果があ

ったかを記入しています。 

 

３ 自己評価 

（１） 必要性 

    現在の町民ニーズや社会経済情勢に照らして、事業の必要性があるかどうか、状況の

変化に対応しているかどうかを評価します。 

（２） 有効性 

    教育施策や運営方針にどの程度寄与しているかを評価します。 

（３） 目標達成度 

    目標の達成状況を評価します。併せて、目標の設定水準が適切かどうかも検討します。 

（４） 総合評価 

    各評価項目を勘案し、４段階総合評価を行います。 

Ａ  ねらいや目標は、十分達成された。 

Ｂ  ねらいや目標は、ほぼ達成された。 

Ｃ  ねらいや目標は、十分達成できなかった。 

Ｄ  ねらいや目標は、まったく達成できなかった。 

 

４ 課題と今後の方向性 

   今後の課題や問題点などについて、課題や問題点を明確にします。 
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第４ 主要施策の評価 

学校教育 

  １ 生きる力を育む教育の推進 

（１）知・徳・体の調和のとれた発達

・確かな学力の育成

・豊かな心の育成

・健やかな体の育成

（２）教職員の指導力の向上

（３）学校、家庭、地域一体の教育推進

  ２ 教育環境の整備充実 

（１）学校施設の耐震化の促進

社会教育 

  １ 社会教育・芸術文化の推進 

（１）生涯各期に応じた学習機会の提供

（２）社会教育施設の活用

（３）芸術文化の普及・振興

（４）図書館サービスの実施
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学校教育  １ 生きる力を育む教育の推進 

（１）知・徳・体の調和のとれた発達 

 ・確かな学力の育成 

 ア 施策の目標 

 児童生徒の将来の夢や目標の実現に必要な学力の定着・向上を図るため、授業改善に努めるよう指導し

ます。 

広島県「基礎・基本」定着状況調査において県平均を上回ることを目標とし、全県的な結果との比較・

分析を通して課題の明確化を図り、授業研究を積み上げることで授業の質を高めるよう努めます。また、

通過率 60%以上の児童生徒の割合を 85%以上、通過率 30%未満の児童生徒を 0に近づけるよう努めます。 

【評価基準】 

 Ａ：広島県「基礎・基本」定着状況調査において、小中のべ 7教科の全てで県平均を上回り、かつ全教

科タイプⅠを平均して、通過率 60%以上の児童生徒の割合が 85%以上、通過率 30%未満の児童生徒

の割合が 3%未満である。 

 Ｂ：広島県「基礎・基本」定着状況調査において、小中のべ 7教科のうち 5教科で県平均を上回り、か

つ全教科タイプⅠを平均して、通過率 60%以上の児童生徒の割合が 80%以上、通過率 30%未満の児

童生徒の割合が 5%未満である。 

 Ｃ：Ｂの基準を満たしていない項目がある。Ｄ：Ｂの基準を満たしている項目が全くない。 

 イ 取組と成果 

（ア）取組 

 a 各中学校区の「小・中学校教職員が協同で実施する研究組織」による小中連携の推進 
 b 授業改善の進捗状況確認のための各校教務主任・研究主任対象合同研修会の実施 

 c 各中学校区の研究成果を公開する公開研究会の開催 

（イ） 成果 

  教科 
県平均通過率との差（点） 通過率 60％以上の割合（%） 通過率 30％未満の割合（%） 
H24 H25 H26 H24 H25 H26 H24 H25 H26 

小学校 
国語 +2.7 +1.9 +4.9 85.1 86.3 87.3 3.4 1.3 1.3 
算数 +2.5 -0.7 +4.8 86.9 72.7 90.2 2.6 3.3 0.4 
理科   +4.1 +8.5   65.6 94.8   4.0 0.6 

中学校 

国語 +2.6 +2.6 +3.9 93.3 84.4 82.5 1.4 1.2 1.8 
数学 +3.8 +3.4 +1.9 82.5 75.9 76.9 3.8 4.9 3.9 
理科   +2.8 +4.1   29.4 55.3   22.2 8.2 
英語 -0.4 -1.6 +4.8 76.5 76.3 83.5 3.6 5.7 3.6 

・県平均を上回った教科…7 教科（前年度 5 教科） 

・通過率 60%以上の児童生徒の割合…全平均 81.5%（小 90.8%・中 74.6%）、（前年度 70.1%（小 74.9%中 66.5%）） 

・通過率 30%未満の児童生徒の割合…全平均 2.8%（小 0.8%・中 4.4%）、（前年度 6.1%（小 2.9%・中 8.5%）） 

ウ 自己評価 

総合評価 Ｂ 

理  由 

広島県「基礎・基本」定着状況調査の結果において、小・中学校とも全教科県平均を上

回りました。また、全教科を平均して、通過率 60%以上の児童生徒の割合が 81.5%、通過率

30%未満の児童生徒の割合が 2.8%でした。しかし、中学校における通過率 30%未満の生徒の

割合は、数学 3.9%、理科 8.2%、英語 3.6%で、該当する生徒の 3割は 3教科とも 30%未満と

なっており、個別指導のさらなる充実が必要です。 
 エ 課題と今後の方向性 

 小・中学校とも前年度と比較し指標の数値を上回ったものの、中学校理科において通過率 60%以上の生

徒は 55.3%でした。特に化学分野は通過率が 45.5%と最も低く、結晶による物質の特定の理解に課題があ

ることが明らかになりました。 
引き続き小・中学校教職員が協同で実施する研究組織により中学校区ごとの研修会で、領域別の課題を

分析し、系統的な指導方法のさらなる工夫改善に取り組むよう指導助言を行います。また、個に応じた効

果的な指導について、好事例の普及に努めます。 
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・豊かな心の育成

ア 施策の目標

 心豊かでたくましい児童生徒の育成を目指し、府中中学校区の「道徳教育充実・改善総合対策事業」を
活用して、児童生徒を主体とした家庭や地域との連携の在り方について実践的研究を進めるよう指導し、
町内全体への普及を図る礎とします。また、各校の道徳教育の深化に取り組むとともに、家庭や地域に対
し積極的に取組の発信を行うよう指導します。 
 また、望ましい勤労観、職業観を育てる「キャリア教育」を推進し、自己実現力・自己効力感の向上を
目指します。 
 【評価基準】 
「道徳教育について」（アンケート対象者：各校管理職及び道徳教育推進教師 計 14名） 

Ａ：道徳教育推進協議会参加者アンケートの結果において、31項目中 25項目以上で肯定的回答が 90%
以上である。 

Ｂ：道徳教育推進協議会参加者アンケートの結果において、31項目中 17項目以上 24項目以下で肯定
的回答が 90%以上である。 

Ｃ：道徳教育推進協議会参加者アンケートの結果において、31項目中肯定的回答が 90%以上である項目
が 16項目以下である。（Ｄ：9項目以下） 

「キャリア教育について」（アンケート対象者：府中中学、府中緑ケ丘中学第 2学年生徒） 
Ａ：キャリア・スタート・ウィーク生徒意識調査の事前、事後の比較で、意識の向上が見られる項目が

18 項目中 14 項目以上である。 
Ｂ：キャリア・スタート・ウィーク生徒意識調査の事前、事後の比較で、意識の向上が見られる項目が

18 項目中 10 項目以上 12項目以下である。 
Ｃ：キャリア・スタート・ウィーク生徒意識調査の事前、事後の比較で、意識の向上が見られる項目が

18項目中 9項目以下である。（Ｄ：5項目以下） 

イ 取組と成果

（ア）取組
a 「道徳教育の深化」を目標にした府中町道徳教育推進協議会の開催(年 4回)
b 「子どもの心に響く道徳教育の充実―かかわり合う人間関係づくりを通して―」をテーマに小中連携を推進
c キャリア・スタート・ウィーク(中学生の 5日間の職場体験)の実施

（イ）成果
a 道徳教育推進協議会参加者アンケート(平成 27年 2月実施)の結果
・肯定的回答が 90%以上の項目…31項目中 27項目

項  目  例 
肯定的回答（%） 

H24 H25 H26 
道徳教育の指導計画の評価・改善を行っている。 95.0 100 100 
自校では、「道徳の時間」を地域に公開している。 83.0 100 100 

ｂ 平成 26年度「基礎・基本」定着状況調査「児童生徒質問紙」結果 

項  目  例 
肯定的回答（%） 

H24 H25 H26 
地域や子ども会などの行事に参加しています。 34.2 33.1 41.4 
近所の人や家の人にあいさつをしています。 90.8 88.9 90.5 

ｃ キャリア・スタート・ウィーク生徒意識調査の事前、事後の比較 
・意識の向上が見られる項目…18項目中 16項目

項  目  例 
事後－事前（%） 

H24 H25 H26 
家族の人と仕事について話をしています。 +7.4 ＋6.5 ＋21.0 
将来の夢や目標はかなうと思います。 +4.7 ＋7.2 ＋3.0 
自分にはよいところがあります。 -1.9 ＋3.2 ＋6.0 

ウ 自己評価

総合評価 道徳教育について…Ａ  キャリア教育について…Ａ

理  由 

道徳教育においては、小中連携による体験活動の充実を図るとともに、道徳の時間の授業改
善を推進してきました。その結果、地域行事への参加率や自己肯定感が上昇しました。
キャリア教育においては、職場体験アンケートの事前・事後の比較で、意識の向上が見られ

る項目が 18 項目中 16 項目でした。「わたしのキャリアノート」の活用等、事前・事後指導の充
実を図った結果であると考えます。

エ 課題と今後の方向性

 児童生徒会議による主体的な活動の推進や、発達の段階に応じた指導内容や指導方法の工夫により道
徳の時間の充実を推進することにより、心に響く道徳教育の充実を目指していきます。 

キャリア教育においては、職場体験学習の事前・事後指導のさらなる充実を図り、職場体験がより生徒
の意識の変容につながるものとなるようにします。今後も地域の協力を得ながら、受入事業所の拡大を図
ります。 
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・健やかな体の育成

ア 施策の目標

 児童生徒の心身の調和的発達を目指して、体力向上及び健康的な生活習慣を形成するよう指導をしま

す。 

「体力・運動能力調査」においては、全国及び県平均以上の種目が50%以上になることを目指すととも

に、結果分析をもとに、授業改善を図るようPDCAサイクルを確立させ、その取組の公表を指導します。 

【評価基準】 

「体力・運動能力調査について」 

Ａ：町内小中学校の全国及び県平均以上の種目が、小中男女 4調査対象集団全てで 50%以上である。 

Ｂ：町内小中学校の全国及び県平均以上の種目が、3調査対象集団で 50%以上である。 

Ｃ：町内小中学校の全国及び県平均以上の種目が、2調査対象集団で 50%以上である。 

Ｄ：町内小中学校の全国及び県平均以上の種目が、50%以上である調査対象集団が 1以下である。 

イ 取組と成果

（ア）取組

a各校における「体力・運動能力調査」の結果分析

b結果分析をもとにした「体力つくり改善計画」の作成とホームページでの公開

c「体力つくり改善計画」に基づいた実践

d体育の授業へのサーキットトレーニングの導入

（イ）成果

a 「体力・運動能力調査」の結果（対象者：小学校第 5学年・中学校第 2学年）

県平均以上の種目の割合（%） 全国平均以上の種目の割合（%） 

H24 H25 H26 H24 H25 H26 

中学校男子 66.7 88.9 44.4 66.7 77.8 44.4 

中学校女子 66.7 55.6 55.6 66.7 44.4 66.7 

小学校男子 50.0 0.0 38.0 62.5 0.0 62.5 

小学校女子 25.0 0.0 25.0 37.5 25.0 62.5 

・中学校…柔軟性や敏捷性はあるが、筋力が弱い。（課題種目：握力、ボール投げ）

・小学校…握力、敏捷性に改善がみられる。（課題種目：50m走、20mシャトルラン、ボール投げ）

ウ 自己評価

総合評価 Ｄ 

理  由 

 中学校男子の前年度は、握力以外の項目は概ね全国及び県平均以上であったものの、種

目において 9種目中 8種目の記録が低下していました。逆に小学校男子・女子の前年度は、

全国及び県平均以上は 0でしたが、握力、敏捷性に改善がみられました。各校において、

体育の授業前のサーキットトレーニング等が定着してきた成果であると考えられます。 

エ 課題と今後の方向性

 平成 26年度の「体力・運動能力調査」の結果から、中学生では握力、ボール投げ、小学校では 50m走、

20ｍシャトルラン、ボール投げの種目が全国及び県平均を下回り、筋力、巧ち性・筋パワー、全身持久力、

スピードに課題があります。特にボール投げは前年度に引き続く小中学校の共通課題となっています。

課題解決のための取り組みとして、各校で作成しホームページで公開されている「体力つくり改善計画」

に基づいた実践を継続し、課題克服を目指しています。また、各校の体力向上推進者を対象とした研修を

実施し、小中学校共通の課題への改善策を検討し、共通の取り組みを進めていきます。 
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（２）教職員の指導力の向上

ア 施策の目標

教職員としての力量を高めるため、研究レポートの取組を推進し、府中町教職員研究大会において、優

秀な研究レポートを発表する機会を設け、成果の普及と教職員の意欲の高揚を図ります。また、府中町主

催の各種研修会等の実施により、教職員の指導力の向上と服務規律の確保に努めます。さらに、中学校区

ごとの「小・中学校教職員が協同で実施する研究組織」において、教師の指導力、授業力を高める積極的

な研修を行うよう指導します。
【評価基準】 

Ａ：町主催の研修会の実施回数、研究レポートの提出状況、「小・中学校教職員が協同で実施する研究組織」

における研修会等の実施回数について、それぞれの目標値に対して 90%以上である。

Ｂ：それぞれの目標値に対して 80%以上である。 Ｃ：それぞれの目標値に対して 70%以上である。 

Ｄ：それぞれの目標値に対して 70%未満である。 

イ 取組と成果

（ア）取組

a 府中町教職員研修大会における研究レポート実践発表と講話

・審査会で選出された 2本の研究レポートの発表

b 新たな教育ニーズに対応する各種研修会の実施 

c 個人又はグループの研究テーマに基づいて作成した研究レポート 

（イ）成果

・町主催の主な研修会の実施回数

区 分 目標回数 実施回数 区 分 目標回数 実施回数 

校長会 11 11 府中町教職員研究大会 1 1 

教頭会 9 9 道徳教育推進協議会 4 4 

主幹教諭研修会 1 2 府中町特別支援教育研修会 2 2 

教務主任研修会 3 5 教育相談連絡協議会 1 1 

初任者研修会 2 2 健康教育担当者会 1 1 

司書教諭・図書司書連絡協議会 1 1 生徒指導推進担当者会 5 5 

・研究レポートの提出

指 標 
H24 H25 H26 

実績値 実績値 目標値 実績値 

研究レポートへの提出率が所属職員数の１割以上である学校数 7 校 7 校 7 校 7 校 

応募レポート総数 41 本 43 本 45 本 44 本 

・「小・中学校教職員が協同で実施する研究組織」における研修の実施回数

中 学 校 区 目標回数 実績回数

府中中学校区(府中中、府中小、東小、北小) 10 14 

府中緑ケ丘中学校区(緑中、南小、中央小) 10 14 

ウ 自己評価

総合評価 Ａ 

理  由 

町主催の研修会は、幅広い分野の教育課題に対応した研修を展開してきました。研究レ

ポートの応募数は目標値の 90%以上を達成し、府中町教職員研究大会において、優秀な研

究レポートを発表する機会を設け、成果の普及と教職員の意欲の高揚を図りました。 

 「小・中学校教職員が協同で実施する研究組織」において、小中 9年間の学習内容の系

統性や学習の連続性を踏まえた合同研修を各校区年間 14回実施しました。 

エ 課題と今後の方向性

 研究レポートについては、引き続き、その意義を周知し、教職員の意欲向上を図っていきます。また、

「小・中学校教職員が協同で実施する研究組織」における研修を、授業研究を中心にした教師の指導力を

高める研修としてより充実させていきます。 
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（３）学校、家庭、地域一体の教育推進 
 ア 施策の目標 

 子どもたちが、明るく楽しい学校生活を送るために、関係機関が日常的に連携し、児童生徒の問題行動
の未然防止・早期発見・早期解決に取り組みます。また、適応指導教室の活用や青少年教育相談員による
教育相談の充実を図り、不登校やいじめの問題に取り組みます。 
【評価基準】 
 Ａ：小中それぞれの問題行動、暴力行為、不登校について、全ての問題について前年度よりも状況が改

善されている。（6/6） 
 Ｂ：前年度よりも状況が改善されている問題が、全体の半分以上である。（3/6以上） 
 Ｃ：前年度よりも状況が改善されている問題が、全体の 3分の 1である。（2/6） （Ｄ：1/6以下） 

※いじめの認知件数については、件数の減少が必ずしも状況の改善とはいえない面があるため除外した。 

 イ 取組と成果 

（ア）取組 
 a 府中町生徒指導推進事業の推進 
   ・代表者会議の開催（年 2回）…関係機関の代表者により構成 

関係機関：小中高、PTA、教育委員会、生活環境部、防犯組合連合会、保護司会、青少年育成町
民会議、民生児童委員協議会、おやじの会、学校支援地域支援本部、東警察署、広島県西部こど
も家庭センター  

   ・担当者会の開催（年 3回） 
    構成員…小中学校の教頭又は主幹教諭及び生徒指導主事 
   ・夜間巡視指導の実施（年 3回） 
   ・児童生徒会議の開催（年 1回）…児童生徒主体のクリーンキャンペーンの計画立案 
   ・町内一斉クリーンキャンペーンの実施（8月 22日） 
  b コミュニティ・スクールの設置 
   ・府中南小学校コミュニティ・スクールのスタート 
 c 適応指導教室の活用と青少年教育相談員による教育相談の充実 
   ・教育相談連絡協議会の開催による小中学校と適応指導教室との連携・協議（年 2回） 

 ・青少年教育相談員による個々の児童生徒、保護者への支援と学校への助言 
（イ）成果 
  府中町生徒指導上諸問題の状況 

問題行動（件） H24 H25 H26 

 

暴力行為(件) H24 H25 H26 

小学校 37 96 52 小学校 5 3 5 

中学校 33 205 192 中学校 19 11 6 
  

不登校（人） H24 H25 H26 いじめ（件） H24 H25 H26 

小学校 13 12 19 小学校 9 9 4 

中学校 52 51 41 中学校 8 3 4 

・中学校の暴力行為発生件数の減少、小学校の増加 

 ウ 自己評価 

総合評価 Ｂ 

理  由 

府中町生徒指導推進事業により、関係機関が連携して児童生徒の健全育成に取り組んだ 
ことにより、中学校の暴力行為、不登校はいずれも若干減少しました。しかし、発達に課
題を抱えると思われる児童による暴力行為や小学校の不登校は増加しています。 

また、コミュニティ・スクールに指定した府中南小学校では、学校・家庭・地域が協働
して教育を推進するしくみの一つとしてサポーター活動が組織化され 60名が登録されて
います。 

 エ 課題と今後の方向性 

問題行動の背景には、発達障害を持つ児童生徒が集団の中で適切な行動が取りにくいことや、自己肯定
感が持ちにくいことが考えられます。発達障害を持つ児童生徒への適切な指導について研修を深めるとと
もに、小中連携の充実と、小学校の生徒指導体制の確立及び生徒指導規程（校則）に基づく組織的な指導
の徹底と関係機関等との連携を進めていきます。また、道徳教育と関連付けた規範意識の向上と家庭・地
域と連携して児童生徒の主体的な体験活動を推進し、自尊感情の育成に努めるよう指導します。 
また、地域の力を学校教育に生かすコミュニティ・スクールの導入を推進していきます。 
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 学校教育  ２ 教育環境の整備充実 

（１）学校施設の耐震化の促進 

 ア 施策の目標 

 学校は、子どもたちが一日の大半を過ごす学習・生活の場であり、非常災害時には地域住民の緊急避難場所

としての役割も果たすことから、平成 23年度に策定し、平成 25年度に年次計画を前倒しした「府中町学校施

設耐震化推進計画」に基づき、昨年度に引き続きその安全性の確保に努めます。 

 新耐震基準を満たしていない学校施設について計画的な耐震化を図り、平成 26年度末時点で耐震化率の目標

値 72.7%を目指します。 

【評価基準】 

 Ａ：耐震化率の目標値を達成した。 
 Ｂ：－ 
 Ｃ：－ 
 Ｄ：耐震化率の目標値を達成できなかった。 

 イ 取組と成果 

（ア）取組 

  府中南小学校校舎耐震補強(第 2期)工事を実施し、同校校舎の耐震化が完了しました。 

  府中中央小学校校舎改築工事に伴い、仮設校舎を建築し、移転を完了、旧校舎の解体に着手しました。 

府中中学校校舎耐震化工事設計業務を委託実施し、基本設計を完了しました。 

府中緑ヶ丘中学校校舎耐震補強工事実施設計を委託実施し、完了しました。 

（イ）成果 

  平成 26 年度の耐震化関係事業を実施した結果、耐震化率は 82.8%（平成 25 年度は 71.9%）となり、10.9

ポイント上昇しました。 

 

耐震化率（%） 

年 度 

 

Ｈ24 

 

Ｈ25 Ｈ26 

目標値 47.1 69.7 72.7 

実績値 54.5 

 

71.9 82.8 

 差 引 ＋7.4 ＋2.2 ＋10.1 
 

 ウ 自己評価 

総合評価 Ａ 

理  由 

平成 25年度に年次計画を前倒しした「府中町学校施設耐震化推進計画」に基づき、計画的に

学校施設の耐震化を実施するのみならず、可能な限り前倒し実施したことで、平成 26年度末時

点での耐震化率の目標値 72.7%に対して、10.1ポイント上回る 82.8%となりました。 

 

 エ 課題と今後の方向性 

本年度の取り組みにより耐震化率は計画を上回ったとはいえ、全国的に見ると依然として低い数値に留まっ

ています。（平成 26年度末の全国平均値 95.6%） 

 平成 26年度末時点で耐震化工事が完了していないのは、府中中央小学校、府中中学校及び府中緑ヶ丘中学校

の 3校です。 

府中中央小学校は、仮設校舎への移転により耐震化は完了ですが、新校舎の平成 27年度完成に向けて引き続

き工事中です。 

府中中学校及び府中緑ヶ丘中学校についても、平成 27年度中に耐震化を完了できるよう引き続き取り組みま

す。 

 併せて、学校現場においては、ハード面だけでなく防災教育・避難訓練を実施し、安全管理や危機管理にも

一層取組んでいきます。 
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社会教育  １ 社会教育・芸術文化の推進 
（１） 生涯各期に応じた学習機会の提供 

ア 施策の目標 

生涯各期に対応した学習機会の充実を図りました。また、学習活動で得た成果をボランティア活動や地
域の指導者として生かす仕組みづくりを目指します。 
 家庭教育の支援をするため、家庭教育支援リーダーの育成や、公民館等を中心に学習・交流機会を提供
します。 

イ 取組と成果 

（ア） 取組 
  乳幼児期から高齢期までの幅広い年齢を対象に、時代のニーズと生涯各期の学習課題に即応した学習

機会や情報提供の充実を図りました。その中でも特に家庭教育の推進や青少年教育の充実に取り組みま
した。また、公民館活動グループの地域還元事業として、学習成果を地域の皆様にお返しする、広がり
のある生涯学習活動に取り組みました。 

（イ） 成果 
  ○家庭教育の推進 

「親の力をまなびあう学習プログラム講座」（以下「親プロ」）を開催するとともに、講座の進行役を
務めるファシリテーターの発掘、養成を行いました。また、助成金を活用して、①家庭教育に関する
先進地視察、②ファシリテーターの技術や資質の向上のため、外部講師による研修会の実施、③「親
プロ」リーフレット（保存版）を作成しました。 

家庭教育支援の体制強化として、コーディネーターとファシリテーターを家庭教育支援チーム「く
すのき」として文部科学省へ申請しました。 

   公民館では、親プロを単発で開催していたものを発展させ、子育て中の保護者を対象とした３～４
回のシリーズ化した講座を数回行いました。特徴的な講座としてイクメン（イク爺）を対象としたも
のが有ります。 

   ＰＴＡとの共催の家庭教育フォーラムは、3 回目の実施で、今年度は、「ネット社会から子どもを
守るためには」という内容で実施しました。 
「親プロ」講座 51 回開催 受講者 876人  開催場所 保育園・幼稚園・公民館等  
ファシリテーター養成講座 2 回連続講座開催 受講者  31人 受講者累計 102人 

家庭教育フォーラム 参加者 315 人 

  ○青少年教育の充実 
 「放課後子供教室」を継続実施しました。各小学校にコーディネーターを配置したことにより、統一
プログラムの導入が可能になり、内容の充実が図られました。特徴的な内容としては、県事業「ワク
ワク学び隊」（大学生ボランティアによる社会貢献事業）の派遣受入を行い、地域との連携事業を実
施しました。 
各小学校で開催 140回開催 参加者累計 2,059人（スポーツ・工作・昔遊び・百人一首等） 

公民館（2館）で開催 88 回開催 参加者累計 2,030人（囲碁・将棋・そろばん・料理等） 

○公民館活動グループの地域還元事業 
町民の多様な学習ニーズに応え、活動者自身も自己実現を体感することをねらいとし、学びの成

果を地域に還元する「１グループ１ボランティア事業」と「学習ボランティア事業」を実施してお
ります。 
地域還元事業 H２４ H２５ H２６ 
開催回数（回） １４３ １３９ １５２ 
参加者（人） ５，７４４ ４，５４３ ３，８５２ 

 

ウ 自己評価 

総合評価  Ｂ 

理  由 

「親の力をまなびあう学習プログラム講座」、「放課後子供教室」、とも、活動実績は順調に

堅持しています。 

「公民館活動グループの地域還元事業」では、グループ数や活動者数が減少する中で、開

催回数を増やすことができました。 
エ 課題と今後の方向性 

 学習課題や地域課題は常に変化しており、課題を解決し、学習機会を充実させるためには、既存事業の
内容や組織体制等の見直しを行い、有益とされる方策を事業講座へ還元する必要があります。 

家庭教育の推進では、引き続き「親プロ」を活用し、ファシリテーターの更なる養成・資質の向上を図
ります。また、家庭教育支援チームの基本的な方向性①親の育ちを応援する、②家庭のネットワークを広
げる、③支援のネットワークを広げることに向けて努めます。 

青少年教育では、放課後子供教室の活動をサポートするボランティアの発掘に努め、更に充実を目指し
ます。 
公民館活動グループの地域還元事業では、学習成果を地域に還元する地域ボランティアの更なる発掘・

育成に努め、多様で豊富な知識・経験等を持った町民が学習成果を活かし、講座等の指導者として活躍す
ることはもとより、学校、地域、家庭との連携を図りながら学習支援を進める体制づくりを目指します。 
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（２） 社会教育施設の活用

ア 施策の目標

多種多様な町民の生涯学習活動を支援するため、社会教育施設の活用を促進します。 
体育施設の活用としては、町民の健康・体力づくりのための事業を推進し、生涯スポーツ拠点施設とす

るため、体育施設や学校施設の積極的な活用を行います。 

イ 取組と成果

（ア） 取組
○社会教育施設の機能の充実
生涯学習センターをはじめとした施設を生涯にわたる学習、文化及びスポーツ活動の振興を図るた

めの拠点施設とし、様々なイベントの実施、団体の活動を支援することで生活文化の向上、健康増進
を図りました。 
○スポーツ・レクリエーション活動の機会の拡充
町民の健康・体力づくり、生涯スポーツの推進拠点としての利用促進を図るため、開放事業、

スポーツ教室、トレーニング指導を社会教育施設等で実施しました。
実績…スポーツ教室（４種類、参加者総計 150人）、トレーニング指導（34回、223人）

○スポーツ団体の育成・指導者の養成
体育協会（単位競技協会を含む。）をはじめ、活動団体が生涯スポーツを積極的に実践できるよう

社会教育施設での活動支援をしました。 
スポーツ推進委員へは、スポーツを通じた地域のコーディネーター役として活動できるよう各種研

修への参加を支援しました。また、スポーツ推進委員協議会の主催事業を社会教育施設で実施しまし
た。 
実績…体育協会主催イベント（参加者総計 192 人）、スポーツ推進委員主催イベント（参加者総計

506 人） 
○総合型地域スポーツクラブの活動支援

町内に存在するスポーツクラブ１団体の事業運営を支援するため、指導・助言を行うほか、社会教
育施設を活動場所として利用の優先的配慮を実施しました。 
○公民館事業

公民館では、主催事業や共催事業を通じて、社会参加活動を進めるとともに、定期活動グループの
支援を行いました。 

（イ） 成果
学びの場、健康づくり、憩いの場として、多くの一般利用があったほか、多くの団体が積極的に

活動を推進しました。 

施設名 
利用者数（人） 対前年増減

（人） 
対前年比 
（％） Ｈ２５ Ｈ２６ 

くすのきプラザ ６２，０４０ ６２，５０９ ４６９ １００．８ 
揚倉山健康運動公園 ５２，０５４ ５６，１２２ ４，０６８ １０７．８ 
空城山公園 １０４，７１４ １０９，７６８ ５，０５４ １０４．８ 
学校施設 １７３，７９９ １６９，１８４ △４，６１５ ９７．３ 
府中公民館 ６０，１５４ ６３，２３５ ３，０８１ １０５．１ 
府中南公民館 ６１，００９ ６４，８９４ ３，８８５ １０６．４ 

合   計 ５１３，７７０ ５２５，７１２ １１，９４２ １０２．３ 

ウ 自己評価

総合評価 Ｂ 

理  由 
体育施設及び公民館の利用者数は、前年と同程度で、活動拠点としての機能は維持でき

ていると考えます。学校施設の利用者減少は、学校耐震化工事により利用できないため団
体が他の施設で活動をしていることが主要因です。 

エ 課題と今後の方向性

体育施設利用者数は昨年度並みの数値となっており、体育施設として利用者に定着していると言えま
す。 

定期活動団体及びその他の団体相互間の連携を図るため、その活動拠点として社会教育施設を積極的に
提供します。また、スポーツ活動等においては、府中町体育協会などを中心とした組織体制を構築し、併
せて、総合型地域スポーツクラブの育成・強化については、指導・支援を行います。 
また、施設利用者の利便性向上のため、受付業務を民間委託し施設利用の受付日数を増加しました。 
公民館においては、地域で暮らす人々が気軽に集い、学び、語り合える開かれたコミュニティの場であ

ることを目指します。また、一人一人の学びへの要求や社会や地域の課題に関する学習機会の提供に努め
るとともに、事業の企画・実施にあたっては、活動指導者やグループリーダー・ボランティアを育成する
視点で取り組みます。そして、関係機関や団体・グループが取り組む多様な地域活動との連携を図り、地
域の人材や情報が相互に結びあい活用される公民館運営に努めます。 
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（３） 芸術文化の普及・振興

ア 施策の目標

文化レベルの高い地域づくりに資するため、町内における芸術・文化活動の推進にとどまらず、町民に

様々な文化に触れていただくためのイベントや公演等の開催を目指します。また、文化財の保存と活用の

推進に努めます。 

イ 取組と成果

（ア） 取組

町民の芸術・文化活動の学習成果発表の場を提供しました。

「府中セミナー」など町民に様々な文化に触れていただくための各種イベントや講演会等を開催しま

した。 

府中町の歴史・文化財の普及・啓発として、｢ふるさと再発見講座｣を開催し、広報ふちゅうへコラム

「ふるさと歴史散歩」を連載しました。 

また、小・中学校の校外学習支援のためボランティアガイドを養成しました。 

（イ） 成果

町民の芸術・文化活動の学習成果の発表の場として、「あきふちゅう文化協会」主催による民謡民舞・

詩吟等、芸能発表の「芸術祭」と俳句川柳・絵画・写真等、文芸作品を展示する「作品展」を開催し、

町民に様々な芸術・文化にふれていただく機会を設けました。特に｢芸術祭｣では、新たな取り組みとし

て、授業で盆踊りの指導を受けた両中学校の生徒と舞台共演し、文化の継承を図ることができました。 

また、けんみん文化祭ひろしま 呉・安芸地区フェスティバルではくすのきプラザが開催地となり、

33 団体、426人の出演し、広域での文化の発信に寄与できました。（入場者 450人） 

  府中セミナーでは、「うっかり八兵衛の元気になる話」という演題で高橋 元太郎氏に講演をいただき

ました。（入場者 502 人） 

  公民館活動では、町民のライフステージに対応したイベントや講座の開催をはじめ、書・絵・音楽・

舞踊・写真・文芸などの自主的な芸術・文化活動への支援を行い、多数の参加者がありました。 

  また、経済・金融に関する講座「日本経済とわたしたちの暮らし」を開催しました。 

  文化財保護では、主に府中町の歴史・文化財の普及・啓発を行い、「安芸の国府と古代山陽道」をテ

ーマに５回シリーズの「ふるさと再発見講座」（延べ 86人参加）を開催し、広報ふちゅうへのコラム「ふ

るさと歴史散歩」連載も 138回（平成 27年 5月現在）を数えました。 

また、ボランティアガイド養成講座及び研修会を実施し、「府中町歴史・文化財ガイドクラブ（ボラ

ンティア 12名登録）」を立ち上げ、歴史民俗資料館での小・中学校の校外学習支援を開始しました。

ウ 自己評価

総合評価 Ｂ 

理  由 

くすのきプラザの機能などを有効活用し、時に青少年も巻き込み、多様な芸術・文化活
動を行うことができました。 
「ふるさと再発見講座」や広報ふちゅうへのコラム「ふるさと歴史散歩」も継続実施し、
多くの人に府中町の歴史の深さを伝え、郷土に対する愛着や誇りを醸成することができま
した。 

エ 課題と今後の方向性

芸術・文化活動に参加する町民が多いことは、あきふちゅう文化協会や公民館祭り等へ参加する団体数

などからうかがえるが、文化活動諸団体はしだいに減少し、高齢化も進んでいる。  

町民自らが芸術・文化活動を継続拡大し、高い文化レベルを追及するためには、芸術・文化団体への青

年層取込（裾野の拡大）とともに高齢化社会（老人人口の増加）に対応した方策の実施が必要です。 

イベントのみに力を注ぐのではなく、平素の公民館活動等においても活動団体及び個人レベルでの連帯

意識を醸成し、地域コミュニティの充実を図っていきます。 

文化財保護では、普及・啓発は実施できているものの、町内の重要な文化財の保護・保存について、特

に古代山陽道の駅家が有力視される下岡田遺跡は早急な対応が必要です。 
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（４） 図書館サービスの実施

ア 施策の目標

生涯学習社会の情報基盤として、一人一人の学習を支援します。 
また、地域に密着した愛される図書館となるため、ボランティア育成を継続して推進するとともに、幼

児期からの読書活動支援や小学校等への出前講座を実施します。 

イ 取組と成果

（ア） 取組

○より親しみやすい図書館へ

夏休み期間中、小学生を対象に「図書館探検隊」（2 回 参加者 11 人）を開催し、成人対象ではイ

ンターネット利用の図書予約・検索方法等「図書館利用案内講座」（2 回 参加者 10 人）を継続実施

しました。

11 月に開催した図書館祭りでは、例年より約 3,000 冊増のリサイクル本を出品し、読み聞かせボ

ランティアとして子供司書 4人の参加がありました。

また、南公民館での図書返却サービスでは平成 26年度において 1,472冊が返却されています。

○学びを支え、暮らしに役立つ図書館へ

図書ボランティア育成のために図書の装備・修理・読み聞かせで、それぞれ講習会を行いました。

（4 回 参加者 28 人）また、昨年度に引き続き、職員が小学校等へ出向き、読み聞かせ・ブックト

－クを行いました。（4回 参加者 165 人） 

「大学生のインタ－ンシップ研修」では研修生受入の拡大に努め、延 50 日（研修者 6 人）、「子ど

も司書養成実施研修」については延 30日（研修者 10人）の実習を行いました。 

○子育てを応援する図書館へ

乳幼児親子等を対象とした、ボランティアグループと職員による「おはなし会」を昨年に引き続き

実施し、実施回数・参加人数ともに増加しました。（119 回/1,580 人 Ｈ25：104 回/1,288 人）この

「おはなし会」には大学生インタ－ンシップ研修生や子ども司書、一般ボランティア 3人が参加して

います。 

また、学校各施設で活動中の「読み聞かせグル－プ」交流会を継続実施して研修及び情報交換の場

を提供するとともに、図書館所蔵の絵本紹介や展示等を行い、共催により「平和を祈るおはなし会」

を開催しました。（一般・児童対象 2回/67人） 

（イ） 成果

指標 目標値 実績値 達成率（%） 

入館者数 260,000 人 261,202 人 100.5 

年間貸出冊数 313,000 冊 324,798 冊 103.8 

利用登録者数 25,100 人 25,015 人 99.7 

蔵書冊数（雑誌を除く） 91,000 冊 92,795 冊 102.0 

図書購入冊数（雑誌を除く） 3,700 冊 3,688 冊 99.7 

ウ 自己評価

総合評価 Ａ 

理  由 

今年度は開架棚の整理と書庫への移動を積極的かつ継続的に行い、棚の新鮮度を向上さ

せ、併せて利用率の高い分野の図書を重点的に購入した結果、入館者数、貸出冊数は目標値

を上回ることができました。乳幼児対象の読み聞かせ「おはなし会」では、新たに３人のボ

ランティア参加を得、実施回数・参加者数も増となりました。また、ボランティア養成講座、

小学校等への出前講座の実施回数は前年度実績（H25.2回→H26.4回）を超えています。

エ 課題と今後の方向性

 平成 26 年度は開架棚の整理と書庫への移動を積極的かつ継続的に行い、棚の新鮮度を向上させ、併せ

て利用率の高い分野の図書を重点的に購入した結果、上記記載のとおり、入館者数、貸出冊数は目標値を

上回ることができました。乳幼児対象の読み聞かせ「おはなし会」では、新たに３人のボランティア参加

を得、実施回数・参加者数も増となりました。また、ボランティア養成講座、小学校等への出前講座の実

施回数は前年度実績を超えています。 

 長期的には、入館者・貸出冊数の減傾向は進捗していると考えられます。平成 27 年度においても蔵書

全体の鮮度上昇に努め、地域に密着した愛される図書館となるためボランティア育成を継続して推進する

とともに、幼児期からの読書活動支援や小学校等への出前講座等を実施します。  
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第５ 平成 26 年度の総括 
 平成 26年度に本町教育委員会が行った施策を総括すると、主な成果は以下のとおりです。●印はと
りわけ重要と考える成果です。 

【学校教育】 
●「小・中学校教職員が協同で実施する研究組織」による小中連携の推進や、授業改善のための各校

教務主任・研究主任対象合同研修会の実施、各中学校区の研究成果を公開する合同公開研究会の開
催など、学力の向上に取り組みました。その結果、「基礎・基本」定着状況調査の全教科において、
県平均を上回りました。今後は通過率 30%未満の児童生徒への個別指導の充実及び領域別の課題を
分析し、系統的な指導方法の工夫改善に取り組みます。

・「府中町道徳教育推進協議会」や道徳教育の充実をテーマにした小中合同研修の開催により道徳の
時間の授業改善を推進するとともに、児童生徒の主体的な活動を促す児童生徒会議を実施し、心に
響く道徳教育の充実に努めました。また、キャリア・スタート・ウィークによる実際の職場体験や
事前事後指導の充実を図ることにより、生徒の勤労観、職業観を向上させることにつながりました。 

・府中町教職員研究大会を開催し、研究レポート発表を通して指導力の向上を図りました。引き続き
その意義を周知し、教職員の意欲向上を図ります。また小中 9年間の指導内容の系統性や連続性を
意識した授業力の向上を図りました。

・生徒指導推進事業により学校、家庭、地域及び関連機関で連携し、問題行動の未然防止及び早期解
決に努めました。適応指導教室の活用、教育相談員による個々の児童生徒、保護者への支援を行い
ました。その結果、中学校の暴力行為は 45％減少、不登校は 20％減少しました。しかし、小学校
において暴力行為が 2件、不登校が 7名増加し、特定の児童生徒が問題行動を繰り返すという状況
があります。引き続き組織的な指導の徹底と関係機関との連携を進め、自尊感情の育成につながる
ような児童生徒の指導に努めます。さらに、学校・保護者・地域住民等が一体となって学校運営の
改善や児童生徒の健全育成に取り組む仕組みである学校運営協議会を府中南小学校に設置しまし
た。

●学校施設の耐震化については、可能な限り前倒しして実施しました。府中南小学校については校舎
耐震補強工事第 2期が完了し、すべての耐震化工事を完了しました。府中中央小学校は仮設校舎を
建築し、移転を完了したことにより耐震化を完了しました。また、新校舎の改築工事については、
平成 27年度の完成を目指して工事に着手しました。
府中中学校は、校舎耐震化工事の基本設計を完了し、府中緑ヶ丘中学校は、校舎耐震補強工事の実
施設計を完了しました。

【社会教育】 
●「親の力をまなびあう学習プログラム講座」や、その司会進行役を勤める「ファシリテーター養成

講座」を開催しました。また助成金を活用して家庭教育に関する先進地視察や外部講師による研修
会を実施するなど、ファシリテーターの技術や資質の向上を図り、その結果、ファシリテーターの
増加（H25.71人→H26.102人）、さらには、「親の力をまなびあう学習プログラム講座」実施回数の
増加（H25．49 回→H26．51 回）につながりました。また、家庭教育支援チーム「くすのき」では、
基本的な方向性である①親の育ちを応援する②家庭のネットワークを広げる③支援のネットワー
クを広げることに努めました。

・くすのきプラザ等の社会教育施設の利用促進のため、広報等による施設の周知、イベントの紹
介等を実施した結果、施設利用者が増加しました。さらに、施設利用者の利便性向上を図るた
め、受付業務を民間委託することを検討し、平成 27年度から予算化しました。

・町民が様々な文化に触れる機会を提供するため、「府中セミナー」「ふるさと再発見講座」等、様々
なイベントを開催し、多くの参加者がありました。ボランティアガイド養成講座等を実施し、「府
中町歴史・文化財ボランティアガイドクラブ」を設立し、歴史民俗資料館での小・中学校の郊外学
習支援を開始しました。公民館活動では町民の芸術・文化の自主活動の支援を行い、「公民館祭り」
をはじめ多様なイベントを開催しました。更に、「けんみん文化祭ひろしま 呉・安芸地区フェス
ティバル」では、くすのきプラザが開催地となり、広域での文化の発信に寄与しました。
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・子育てを応援する図書館として、乳幼児対象の読み聞かせ「おはなし会」では、従来からの大学生
のインターンシップ研修生や子ども司書に加え、新たに一般ボランティアから３名の参加を得て、
実施回数・参加者数がともに増加しました。また、学校各施設の「読み聞かせグループ」と図書館
所蔵の絵本紹介や展示等を行う等の交流会を実施するとともに、緑ヶ丘中学校演劇部と共催し「平
和を祈るおはなし会」を開催する等、子どもの読書活動を推進しました。
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第６ 評価委員の点検・評価 

平成 26年度教育委員会事務点検・評価について、平成 27年 7月 17日にヒアリングを実

施しました。平成 26年度事務点検・評価と比較し、平成 26年度自己評価表(最終)などを

確認しながら、諸施策の目標、評価結果の適切さとその根拠、今後の方向性、平成 26年度

の総括などについての不明な点や疑問点について提起しました。後日、事務点検・評価の

修正箇所を確認しました。 

その結果、平成 26年度教育委員会事務点検・評価は適切であると判断します。 

 学校教育については、「確かな学力の育成」の取組として「小・中学校教職員が協同で実

施する研究組織」による小中連携の推進に力を入れました。その実施回数は、目標値 10回

を超え 14回でした。また、府中町教職員研修大会における研究レポート実践発表では目標

値 45本に対し、44本の応募がありました。これらの取組により「確かな学力の育成」は、

前年度の「C」評価を「B」評価とすることができました。しかしながら、評価の判断・根

拠となっている「広島県『基礎・基本』定着状況調査」において、目標値の達成状況を小

中別にみると、小学校は６項目中全項目を達成していますが、中学校は、8項目中３項目

の達成となっています。今後、小中別に目標値設定を見直すなど、「生きる力を育む教育」

のより一層の充実に向けて、今一度取組のあり様を吟味していただきたいと思います。  

 社会教育については、「親の力を学び合う学習プロクラム講座」（51回開催、受講者 876

人）、「ファシリテーター養成講座」（2回連続講座開催、受講者 102人）をはじめ、学習活

動で得た成果をボランティア活動や地域の指導者として生かす仕組みづくりや諸活動が着

実に進んでおります。これらの成果は、各小学校や公民館で実施された「放課後子ども教

室」（228回、参加者 4,089人）や「公民館活動グループの地域還元事業」(152回、参加者

3,852人)など、子育て支援活動や「公民館祭り」をはじめ町民の多様な芸術・文化の自主

的活動に表れています。また、子育てを応援する図書館活動として実施した、子ども司書

や中学生演劇部と共催したお話会などの児童・生徒によるボランティア活動は、ふるさと

を愛し住みよいまちづくりを志す青少年を育成する魅力ある取組の一つであると思います。 

 学校教育と社会教育のそれぞれの成果と課題を共有し、連携した取組によるさらなる発

展を期待します。 

評価委員 

 比治山大学現代文化学部子ども発達教育学科 

教授  山田 惠次 
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第７ 資料 

・平成２６年度教育行政施策基本方針 

 

「ひとがきらめき、まちが輝くオアシス都市あきふちゅう」を都市像に掲げた第３次総合計画も終盤を迎

え、残すところあと２年となりました。教育委員会としては、社会環境の変化や価値観の多様化等を踏まえ、

自らを高める主体的な学習の充実を図るとともに、ふるさとの歴史や文化を尊重する態度を養い、心豊かで

たくましい人間の育成を進めます。 

また、家庭、学校、地域の連携・協力を深めつつ、「あいさつ」「感謝」「志」をキーワードとし生涯学

習の理念を踏まえ学校教育や社会教育の充実、地域文化やスポーツの振興など「社会総ぐるみの人材育成」

の総合的な教育行政を積極的に推進します。 

 

１ 学校教育 

学校教育においては「あいさつができる」「感謝する」「志と夢を持つ」子どもの育成のため、子ども

の「知・徳・体」の調和のとれた発達促進に努め、「生きる力」の育成を目指します。そのため、研修を

通して教職員の資質と能力の向上を図り、学校の教育力を高める人材を育成します。 
また、校種間の連携を図りつつ、子どもの発達段階を考慮した教育の充実に努めます。 
さらに、学校評価の充実により、教職員一人一人が意欲と自覚をもって学校改善に参画し、家庭や地域

と連携・協力して教育活動を展開する「地域と協働した学校づくり」を推進します。 
 

２ 社会教育 

  町民の多様なニーズと生涯各期の学習課題に即応した学習機会や情報提供の充実を図ります。そのため

には、学校活動や社会教育関係団体との連携、家庭教育・青少年教育の推進に努めるとともに、くすのき

プラザや公民館等の社会教育施設での学習成果を生かしたボランティア活動の推進を図ります。 
町民の健康・体力づくりにおいては、生涯スポーツ拠点施設としてのくすのきプラザアリーナやトレー

ニングルームをはじめ、町内の体育施設や学校施設の積極的な活用を行います。 
また、府中町立図書館では、住民の学習・読書意欲に応えられるよう、利用度の高い資料を充実させる

とともに、子育てを応援する図書館として、特に子どもの読書活動の推進に努めます。 
  

３ 教育施設の整備 

子どもたちが安心して通うことのできる安全・安心な学校づくりのため、町内の学校施設耐震化の早期

完了を目指します。  
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平成２６年度府中町学校教育重点目標と施策

―「あいさつができる」「感謝する」「志と夢を持つ」子どもの育成―

夢と志を抱く子どもの育成

学校間の連携 

 
 

 

 

 

人材育成 

『知・徳・体』の 研修を通じた
調和のとれた発達 指導力の向上

校種間の連携 

府中町を担う

子どもたち

府中町で働く

教職員

「ことばの教育」 
「キャリア教育」
「食育」の推進 

学力や体力・健康を増進 
道徳の時間や心の教育の
充実

家庭や地域と連携・協力「社会と協働した学校づくり」 
コミュニティ・スクール

学 校 教 育 重 点 目 標

１ 確かな学力の育成

２ 豊かな心の育成

３ 健やかな体の育成

４ 教職員の指導力の向上

５ 学校、家庭、地域一体の教育推進

６ 教育環境の整備充実

「生きる力」 

の育成
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学校教育主要施策及び実施事業

１ 確かな学力の育成 

（１） 小・中学校間の連携の推進

小・中学校教職員が協同で実施する町研究組織の充実 

各中学校区の小・中学校教職員が協同して、共通の研究テーマを設定し、それに基づいた研

究を実施することで、児童生徒の義務教育９年間を見通した教育課程の重要性を意識させ、効

果的な指導方法等の工夫改善に努めます。 

（２） 学習指導の充実

ア 確かな学力を確立するための授業時数の確保

学習指導要領に基づく適切な教育課程を編成し、効果的に達成するため各学年や各教

科等の授業時間数を確保します。 

イ 指導方法工夫改善、教育上特別の配慮を必要とする児童又は生徒に対する特別な指導又は支

援、中学校少人数授業等についての県及び町非常勤講師の活用等 

少人数指導等の指導方法や指導内容の工夫改善に努め、学力の向上を図ります。 

ウ 「基礎・基本」定着状況調査による課題の把握と指導方法・内容の改善

児童生徒の学力実態を把握して指導方法改善に生かすため、学力調査を実施します。課題に

ついて系統的な学習内容及び指導方法に係る実践的研究を進め、その成果を検証・普及します。 

エ 府中町教職員研究活動事業

授業研究や研究公開、個人研究等により、各教科等の指導をさらに充実させます。

オ 英語指導助手派遣委託事業

小学校の外国語活動・中学校の外国語科において、コミュニケーション能力や表現力の育成

に努めます。 

カ 学力向上総合対策事業

小・中学校が連携して、教科指導と生徒指導の一体化による学力の向上を目指し、府中緑ケ

丘中学校区の小・中学校で実践的な研究を行います。 

（３） 読書活動の推進

ア 町立図書館の有効活用、府中町子ども読書活動推進計画、司書教諭・学校図書司書合

同研修の実施 

学校、家庭、地域における子どもの読書活動を推進するため、町立図書館との連携を 

図った読書推進態勢をつくるとともに、学校図書館の効率的な運営を図ります。 

イ 蔵書の充実、蔵書のコンピュータ管理、学校図書委員会の指導

学校図書司書嘱託員を有効に活用し、学校図書館の充実を図ります。

ウ 朝読書の充実、読書ボランティアによる読み聞かせの拡充

定期的に実施する朝の読書活動をより効果的にするため、ボランティアの協力態勢
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の一層の構築に努めます。 

（４） 情報教育の推進

ア 普通教室におけるインターネット、電子黒板の活用、新聞等を活用した授業の実施

各教科及び「総合的な学習の時間」等において、児童生徒が情報の収集、選択を行い情報機

器を使って、情報を発信することができる基礎的な能力を養います。また、情報モラルの育

成に努めます。

イ 教職員の情報活用能力の向上、情報モラル等の指導の充実

全ての教職員が、各教科等の授業でコンピュータを使って効果的な指導ができるよう

研修等の充実を図ります。 

ウ 事務共同化の充実

校内ＬＡＮを活用した学校事務の効率化を図ります。

２ 豊かな心の育成 

（１） 道徳教育等の充実・推進

ア 町道徳教育推進協議会の充実、道徳教育推進リーダーの育成、「私たちの道徳」の活用、奉

仕・体験活動等の実施、地域の人材活用 

豊かな人間性の育成を図るため、児童生徒の心に響く道徳教育を推進するための研 

究・研修を実施するとともに、年 1回以上道徳の時間を公開して保護者・地域と連携し 

た道徳教育を進める等、道徳教育の充実に努めます。 

イ 道徳教育全体計画、道徳の時間の年間指導計画の内容の充実、地域自作資料の活用、

教育情報化を活用した指導案や指導資料の共有

道徳教育及び道徳の時間の充実のため、道徳教育全体計画や道徳の時間の年間指導計 

画、指導資料を充実させます。 

ウ 町人権啓発事業の活用、全教育活動を通じた人権教育の推進及び男女共同参画の視点

をもった人権教育の推進 

県の「人権教育推進プラン」に基づいた人権教育の充実や平和教育の充実に努めます。 

エ 「道徳教育改善・充実」総合対策事業

共感する力や思いやりの心、協力し合う態度を育て、集団や社会の一員としての自覚と

責任をはぐくむ道徳教育を目指し、府中中学校区の小･中学校で発達の段階に応じた指導内容

や指導方法の工夫について、実践的な研究を行います。 

オ 「山・海・島」体験活動“ひろしま全県展開プロジェクト”の推進

 日常とは異なる環境での生活を体験し、児童の自立心や主体性などを育てるとともに、体験先

の地域住民や学校との交流を通して、コミュニケーション能力など人間関係を形成する力を育て

るため、小学校で教育効果の高い長期集団宿泊活動の実施を目指します。 

（２） キャリア教育の充実
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ア 地域の人材活用、職場体験インタビュー・職場体験学習・自然体験活動等の充実、「わ 

たしのキャリアノート～夢のスケッチブック」の活用と内容の充実 

児童生徒一人一人に、望ましい勤労観・職業観及び職業に関する知識や技能を身に付 

けさせるとともに、自己の個性を理解し、主体的に進路を選択する能力・態度の育成に 

努めます。 

  イ 小・中・高等学校連携を図るためのキャリア教育推進協議会の開催 

職場体験学習の５日間実施などキャリア教育の充実のため、作成したキャリア教育全 

体計画及び年間指導計画に基づいて実践し、事例を交流します。 

   

（３） 学校と幼稚園、保育所との連携の推進 

 学校だより等による情報の提供、保育実習等の充実、小学校入学時における保育所・ 

 幼稚園・小学校の連携充実 

学校の教育情報を幼稚園や保育所に積極的に提供し、児童生徒の心の教育に関する諸 

課題について共に課題解決に取り組みます。 

   

３ 健やかな体の育成 

（１） 体育・健康に関する指導の充実 

   ア 指導教諭の適正配置等 

教員の実技研修等の充実を図り、学校の授業改善を推進します。 

  イ 体力テストの実施、「体力づくり運動指導資料」の活用、野外活動の充実 

「体力テスト」を実施し、結果を分析し体力向上対策を図ります。 

   

（２） 部活動の充実 

     町非常勤講師の活用、選手派遣費・部活動充実費の活用 

中学校において部活動の活性化が図られるよう条件整備を図ります。 

   

（３） 健康教育の充実 

   ア 学校医の配置、臨時養護教諭の配置、教職員健康診断の実施 

学校医による健康診断の結果を有効に活用し、児童生徒及び教職員の健康の保持増進 

を図ります。 

  イ 警察、薬剤師会、酒販組合等との連携 

（ア） 関係機関との連携を図りながら、「薬物乱用防止教室」等を開催し、健康教育 

の充実を図ります。 

（イ）「学校敷地内禁煙」の徹底を図り、喫煙防止教育を推進します。 

 

（４） 食育の充実 

   ア 栄養教諭配置による指導、担任・栄養士等による教室指導の充実、給食だより等の充 
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実 

府中ニコニコ食育会議とも連携し、児童生徒の望ましい食習慣の形成や食文化の向上、望ま

しい人間関係の育成を図るため、家庭・学校・地域社会の連携や協力体制の確立に努めるとと

もに学校教育活動の一環としての給食指導の充実を図ります。 

イ 食中毒への危機管理体制の確立、検食の確実な実施

学校給食の安全・衛生管理の徹底を図ります。

４ 教職員の指導力の向上 

（１） 人事評価制度の有効活用

ア 学校経営目標を踏まえた個人テーマの設定、管理職による面談での具体的な指導教

育センター等の受講促進

自己申告による目標管理制度の内容の充実を図ります。 

イ 能力・実績・意欲をより的確に把握・評価、教育委員会による校長面談の適切な実施、

校長による教職員の十分な状況把握

適正な勤務評価を実施し、教職員の給与等への反映、教職員の職務遂行意欲の高揚、 

能力開発、適材適所の人事配置等を進めるための人事上の資料として活用します。 

（２） 校長を中心とした学校経営の確立

ア 学校評議員の充実活用、町校長会の充実、町教頭会による研究

保護者や地域社会の声を学校運営に反映する「学校評議員制度」を充実し、学校運営

の改善に努めます。 

イ 学校評価システムの充実

「府中町版学校評価フォーマット」を活用し、学校の改善力を高めると共に、学校評

価ワーキング会議の開催により学校の成熟度による目標の修正を図る考え方を研究し 

ます。 

ウ 主幹教諭配置による効果的な取組みの研究、各主任等の研修の充実、主幹教諭・教務

主任研修会の充実

機能的な校務運営組織及び校務分掌を設定するとともに、主幹教諭・主任の任務を明 

確にし、機能化を図ります。 

エ 町広報紙の活用、学校ホームページの充実、「学校へ行こう週間」の取組み、目的を

明確にした教育公開・発表会の開催 

学校の教育情報を積極的に保護者、地域住民等に提供し理解を深め、公開授業や学校 

行事公開を進めて、「開かれた学校づくり」に努めます。 

（３） 教職員の指導力向上・服務規律確保

ア 町教職員研究大会、研究活動事業、授業研究、研究公開

教職員研修を効率的に行うための校内研究主任の機能化を図るとともに、日頃の研修
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成果を発表する機会を設け、教職員の研修意欲を促進し指導力の向上を目指します。 

イ 各種研修への積極的参加

管理職、主幹教諭、指導教諭、各主任、ミドルリーダー、１０年経験者研修、６年目研修、

初任者研修等、職能成長に応じた各種研修の充実を図り、使命感や教育改革に向けた意識改革

を図るとともに、専門的能力の向上を目指します。 

ウ 町指導主事の派遣、県・教育事務所指導主事の活用

計画的な人材育成の推進を図るため、年齢層に応じた研修や、民間派遣、長期研修等

の各種研修を計画的に実施するとともに、指導主事による学校訪問指導の充実を図りま 

す。 

エ 計画的な服務研修の実施

教職員の服務規律を確保するため、教職員指導の様々な場面で法令等に則った職務遂

行ができるよう具体的な指導をします。 

（４） 教職員の適正配置

各学校の実態等に応じた加配措置要望、県及び町非常勤講師の活用

教育水準の維持向上を図るため、各種の加配や非常勤講師の配置等、県の事業を活用

して教職員の適正な配置に努めます。 

（５） 学校徴収金及び公文書等の管理の徹底

事務長の配置及び共同事務室の設置に伴い、より学校で徴収する諸費等についての管

理の徹底を図ります。また、学校が作成し保管する公文書等について、適正な管理を行います。

（６） 体罰禁止の徹底

体罰の防止に向け、国及び県等の資料を活用して、研修を実施して教員等が体罰に関する正し

い認識を持つよう取り組みます。また、校長会等で、指導が困難な児童生徒の対応を一部の教員

に任せきりにしたり、特定の教員が抱え込んだりすることのないよう、組織的な指導を徹底し、

校長、教頭等の管理職や生徒指導主事を中心に、指導体制を常に見直すよう指導します。 

５ 学校、家庭、地域一体の教育推進 

（１） 生徒指導の充実

ア 生徒指導主事の機能化、犯罪防止教室等の開催、関係団体との連携

各学校において、児童生徒に規範意識や社会生活のルールを確実に身につけさせ、問

題行動等の未然防止、早期発見・早期解決に学校が組織的に取り組む体制を確立します。 

また、家庭、地域社会、関係機関との連携の一層の推進に努め、一体となった体験活動を行

う中で児童生徒の自尊感情を高め、社会参加の意欲や態度など豊かな心を育てます。 

イ いじめ発生に係る対応システムの活用

いじめを許さない取組みを進め、小・中学校教職員、青少年教育相談員の状況把握及び関係
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機関等との連携を図り、いじめを早期発見・早期解消します。 

ウ 適応指導教室の充実、中学校区教育相談連絡会の開催等、教育相談体制の充実

不登校児童生徒の自立や進路形成を目指す組織的な取組みを進めるとともに、教育相

談連絡協議会を開催して小中学校及び適応指導教室との連携・協議を深め、不登校の早 

期発見・早期解消を目指します。 

エ 小中学校間相互授業参観の実施、中学校区教育相談連絡会の開催等、教育相談体制の

充実、教育上特別の配慮を必要とする児童又は生徒に対する特別な指導又は支援等非常勤講師

の活用 

小・中学校間の連携をさらに密にし、積極的な生徒指導を推進することで、小学校６ 

年生から中学校１年生の間で急増する生徒指導上の諸問題に対応し、不登校、いじめ、 

暴力行為の数を減少させます。また、小・中学校にスクールカウンセラー、小学校に青 

少年教育相談員を継続して派遣し、教育相談体制を充実させるとともに、生徒指導集中対策プ

ロジェクト事業などの県の施策を有効に活用し、問題発生の予防、早期解決に努めます。

（２） 特別支援教育の推進

ア 適切な教科書選定

障害のある児童生徒一人一人の教育ニーズに応じて、多様できめ細かい指導内容や指

導方法の工夫充実を図るとともに、発達段階や特性に応じ、その可能性を最大限に伸ばすよう

努めます。 

イ 特別支援教育研修の充実

特別支援学級担任の専門性の向上を図ります。

ウ 就学相談の早期実施、就学指導委員会の充実

就学指導にあたっては、個々の児童生徒の障害の特性を十分把握し、具体的な発達課

題を明らかにした上で、就学指導委員会の審査を踏まえて就学について組織的に検討し 

ます。また、相談機能を整備し、保護者に対して十分な説明責任を果たすなど適切な対 

応を図ります。 

（３） 特別支援教育の環境整備の充実

施設の改修、備品の購入、教育支援員等の配置

障害の重度・重複化、多様化が進む中、障害の状態や発達段階に応じた特別支援学級の設置

や施設・設備の充実を図るとともに、個々の障害に応じた指導及び支援体制の充実を図ります。 

（４） 危機管理体制の確立

ア 連絡体制の拡充、警察・県・町の生活安全部局との連携

町内の保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、見守り活動等実施団体等との連

絡体制を充実し、共通の情報によって対応を図ります。 

イ 非常警報通報の活用
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学校安全体制の充実のため、学校内外の安全について常に点検し、安全マップを活用する等

安全確保のための指導の充実を図ります。また、非常時を想定した避難訓練等を継続的に実施

します。 

ウ 「危機管理対応マニュアル」の周知徹底、町ＰＴＡ連絡協議会・青少年育成府中町民 

会議・町防犯組織等との連携 

「危機管理対応マニュアル」を基に各学校で作成する具体的な危機管理対応について、 

その徹底と改善を図り、児童生徒の安全について地域や保護者との連携のもと、万全の 

体制を確立します。 

 

（５） コミュニティ・スクールの充実・改善に関する実践研究 

学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）での熟議と協働の充実に関する実践を実施し

ます。 

 

６ 教育環境の整備充実 

（１） 学校の施設設備等の改善 

児童生徒が、「学び」にふさわしい教育環境の中で、安全で快適な学校生活を営める 

よう、計画的で適切な教育環境の整備・充実に努めます。 

 

学校施設耐震化事業 

 府中南小学校校舎耐震補強工事 

 府中中央小学校校舎改築工事 

 府中中学校校舎耐震化工事設計 

 府中緑ケ丘中学校校舎耐震補強工事設計 

 

学校施設改修事業 

 府中小学校体育館床塗装修繕 

 府中南小学校プール内ライン修繕 

 府中中央小学校大プール塗装修繕 
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学 び で 輝 く  人 と ま ち 

地域の社会構造の変化 

新しい時代に対応し、自立した個人や地域社会の形成に向けた 

社会教育・生涯学習の振興 

住民一人一人の生涯を通じた学習への支援 

○変化に対応し、社会を生き抜く力

（「生きる力」等の育成）

・学校外の活動プログラムの充実

○多様な学習機会、再チャレンジ可能な環境の

整備、「学び直し」や新たな学びへの挑戦

○スポーツ活動による健康、体力の向上

○芸術文化の振興

○学習成果の評価

 個人の要望 ＋  社会の要請  学校 +  家庭 +  地域 

～地域の課題・目標の共有化～ 

○身近な地域における家庭教育支援

・きめ細かな学習機会・情報の提供、相談対応

○学校を拠点に地域ぐるみで子どもの教育を

行う環境づくり

・学校支援の仕組みづくり、放課後の居場所

づくり

○社会教育施設の活用

・くすのきプラザ、公民館、図書館の充実

○企業、ＮＰＯとの連携

新 た な 学 習 の 需 要

重点目標と施策 

社会全体の教育力の向上 

生涯各期に応じた学習機会の提供 
★生涯各期に対応した学習機会の充実 
 学習活動で得た成果をボランティア活動や地域の指導者
として生かす仕組みづくりを目指します。 
★家庭教育の支援 
  家庭教育を支援するため、家庭教育支援リーダーの育成
や、公民館等を中心に学習・交流機会を提供します。 

芸術文化の普及・振興 
★芸術文化活動の推進 
 文化レベルの高い地域づくりに資するため、町内における
芸術・文化活動の推進にとどまらず、町民に様々な文化に触
れていただくためのイベントや公演等を開催します。 
★文化財の保存と活用の推進 
文化財の保存と活用の推進に努め、（仮称）府中町歴史・ボ
ランティアガイドを養成します。 

社会教育施設の活用 
★社会教育施設の活用促進  
多種多様な町民の生涯学習活動を支援するため、社会教育施
設の活用を促進します。 
★健康・体力づくりの推進 
 町民の健康・体力づくりのための事業を推進し、生涯スポ
ーツ拠点施設とするため、体育施設や学校施設の積極的な活
用を行います。 
 

図書館サービスの実施 
★図書館活動の推進 
 生涯学習社会の情報基盤として、一人一人の学習を支援し
ます。また、地域に密着した愛される図書館となるため、ボ
ランティア育成を継続して推進するとともに、幼児期からの
読書活動支援や、小・中学校等への出前講座を実施します。 

社会の変化に対応した 
学習の必要性 

平成２６年度府中町社会教育重点目標と施策 

学 習 成 果 の 活 用
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社会教育主要施策及び実施事業 

１ 生涯各期に応じた学習機会の提供 
（１） ライフステージに対応した学習機会の充実 

ア 家庭教育の推進 
子どもの人間形成にかかわる家庭教育の支援をするために、家庭教育支援リ－ダ－の育成

や、幼小年期の子どもを持つ保護者を対象として、公民館等を中心に学習・交流機会を提供

します。 
[実施事業] ・家庭教育シンポジウム ・食育講座 ・家庭教育講座 

・にゅ～幼児学級 ・造形あそび  ・絵本のとびら  

・ タッチケア教室 ・おひざにだっこのおはなし会 
・ママと赤ちゃんのふれあい講座 ・ぴよぴよクラブ（幼児対象） 

   イ 青少年教育の充実 
人間性の涵養と人権尊重の精神等、社会的存在としての人間が備えるべき基本が自ずと備わ

るよう青少年教育を推進し、地域ボランティアの参加を得て活動機会を提供します。 
[実施事業] ・放課後子供教室 ・留守家庭児童会 ・キャリア学習（体験学習）  

・公民館かいほーあそびの日 ・つくってあそぶ教室 ・野菜の楽校 ・ふちゅ

うまなびー隊 ・子ども花あそび ・子ども料理 ・子ども囲碁 ・子ども将

棋 ・星空教室 ・子どもそろばん ・かきぞめ大会 ・村山聖杯将棋怪童戦（中

国新聞、中国放送共催） 
   ウ 成人教育の推進 

複雑化・成熟化した現代社会で生涯学習に取り組み、豊かで充実した人生を送るために公民

館を中心に学習機会を提供し、成人教育推進に努めます。 
[実施事業] ・パソコン教室 ・経済金融講座 ・男女共同参画推進（共催）・成人式の開催  

・公開医療講座 ・文化教養講座  

エ 高齢者教育の充実 

高齢者の心身の健康保持や生きがいづくり、主体的な地域社会への参画を促進するため、学

習機会を提供します。 

[実施事業] ・高齢者学級（明青大学、こごもり寿大学） ・世代間交流  

   オ 学社連携による事業の推進 

地域社会にある様々な知識や技能を持つ人々の参加を得、地域の教育力の向上を図るため、

学社連携の学習活動機会を提供します。 

[実施事業] ・地域高齢者と児童生徒の世代間交流の実施 ・公民館活動者を指導者として

学校へ派遣及び体験活動教室の開催 ・家庭教育シンポジウム（ＰＴＡ共催）

の開催 

   カ 学習成果の発表と地域還元 
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自らが学んだ学習成果を発表するとともに、地域へ還元するための機会を提供します。

[実施事業] ① 学習活動の発表の場の提供（発表会や作品展） 

② 学習成果の地域還元（学習ボランティア、１グループ１ボランティア）

③ ビバ・ラ・ビバ・コンサ－ト

キ 指導者の発掘と養成

学習成果の地域還元と各種事業へのボランティア参加を推進するため、講座や研修会を開催

し、指導者の発掘と養成に努めます。 

[実施事業] ・ボランティア養成講座 ・リーダー研修及び各種研修会の情報提供 

ク ボランティア活動の支援、推進

ボランティア活動による社会貢献と自己実現を図るための支援に努めます。

[実施事業] ・パソコンボランティア ・絵本等読み聞かせボランティア ・公民館図書運

営ボランティア ・公民館緑化、環境整備ボランティア ・保育ボランティ

ア ・図書館ボランティア ・紙芝居 ・手芸 ・折り紙サロン

ケ 学校支援事業の支援

地域と学校の連携を図り、地域の教育力を増進するため、学校支援事業を支援します。

[実施事業] ・部活支援 ・校内環境整備 ・登下校安全指導 ・総合学習支援 ・本の読み

聞かせ ・学習支援（国語・算数・図工等）・不登校対策（実行委員としてコー

ディネ－ターが参画）

（２）人権教育啓発事業の推進

 生涯学習課題の一つとし、各種施策を通じ人権に関する学習を行うため、学習機会の推進を

図ります。 

[実施事業] ・人権学習会の開催 ・各種啓発資料の配布 ・研修等情報提供 ・男女共同参

画社会促進（人権推進室共催）・国際理解講座 

２ 社会教育施設の活用

（１）情報の発信

ア 図書館・府中公民館・府中南公民館・歴史民俗資料館・体育場・生涯学習センター等社会

教育の拠点施設の活用の促進 

イ 学習情報の提供と相談システムの整備

[実施事業] ・ニーズに対応した学習機会の提供及び相談 ・ホームページ、広報紙の活用

ウ 地域の教育力の向上と推進

[実施事業] ・公民館を中心とした地域住民の活動拠点づくりの推進 ・リーダー研修及び

各種研修会の情報提供 

（２）スポーツ・レクリエーション活動の機会の拡充
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   ア 体育施設の活用推進 

町民の健康・体力づくりのための事業を推進し、生涯スポーツ拠点施設とするため、体育

施設や学校施設の積極的な活用を行います。 

[実施事業] ・くすのきプラザ、揚倉山健康運動公園、空城山公園、町立体育場の活用 

・学校体育施設の開放 ・軽スポーツ広場の開放 ・小学校プール開放 

   イ 体育施設の補修整備 

健康志向を踏まえた体力づくりを支援し、幅広い年齢層に対し、スポーツの関心を高めて

いくため、継続してスポーツに親しめる環境整備に努めます。 

[実施事業] ・随時設備点検 

   ウ イベント開催 

スポーツをするきっかけづくりや生きがい対策、教室等を開催します。 

[実施事業] ・くすのきプラザでのスポ－ツ教室 ・くすのきプラザトレーニングルームで

のトレーニング指導  

  

（３）スポーツ団体・指導者の養成 

ア スポーツ団体・指導者の育成 

活動意欲の高揚を図るとともに、諸活動への支援や組織強化についての助言を行います。 

[実施事業] ・青少年スポーツ活動の支援 ・体育協会等活動補助 

   イ スポーツ推進委員等指導員の養成 

研修会等への積極的な参加を促すとともに、他市町の指導者と交流等を行い、資質の向上

と技能の習得を図ります。 

[実施事業] ・スポーツ指導者発掘、養成事業 ・スポーツ推進委員会議、研修会の開催、

指導者派遣  

 

（４）総合型地域スポーツクラブの活動支援 

[実施事業] ・総合型地域スポーツクラブの事業運営支援及び指導・助言 

 

３ 芸術文化の普及・振興 

（１） 芸術文化活動等の推進 

ア 音楽鑑賞機会の提供 

  音楽に親しむことの少ない町民に、身近な場所で良質な音楽を聴く機会を提供します。 

[実施事業] ・お月見コンサ－ト ・たなばたコンサ－ト 

イ 芸術文化活動の促進 

町内文化団体相互の連携を図り、多様化する文化活動の活性化と地域文化の発展を推 

進します。 
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[実施事業] ・くすのきプラザにおける事業実施の促進 ・けんみん文化祭呉 ・安芸地区フェ

スティバル ・町内文化団体文化作品（絵画・写真・川柳等）発表会 及び 芸能

（バレエ・民謡・民踊民舞・太鼓等）発表会を開催 

ウ 文化団体の育成、援助

町内の伝統文化の継承を図るため、文化団体の育成と支援に努めます。

[実施事業] ・文化団体育成補助 ・各種発表会、展示会への支援、共催、後援 

（２） 文化財の保存と活用

ア 文化財保存事業の推進

広島県指定重要文化財と伝統芸能等の保存に努めるため、文化財保護の振興を図ります。

[実施事業] ・多家神社宝蔵保守管理 ・道隆寺薬師如来坐像収蔵庫保守管理 ・山田十二

神祇保存会補助 ・文化財案内板等補修整備 ・広報ふちゅうへの「府中町ふ

るさと歴史散歩」の掲載 

イ 文化財調査の実施

埋蔵文化財や史跡の保護に努めるため、宅地開発時等に文化財調査を実施します。

[実施事業] ・文化財緊急発掘及び試掘調査 

ウ 文化財を活用した町民意識の啓発

郷土を愛する町民意識の啓発に努めるため、文化財を活用した事業等を行います。

「ふるさと再発見講座」の受講者を対象として「（仮称）府中町歴史・文化財ボランティア

ガイド」養成講座を実施し、歴史民俗資料館の館内ガイド及び町内の文化財の現地説明ガイド

を養成します。ボランティアガイドを活用した、小中学校の校外学習等の支援を行います。 

[実施事業] ・ふるさと歴史再発見講座 

・（仮称）府中町歴史・文化ボランティアガイド養成講座

４ 図書館サービスの実施 

（１）図書館活動の推進

ア より親しみやすい図書館へ

・ 図書館まつり本のリサイクル市の開催

・ 図書館だよりの発行

・ 図書館活用講座（利用案内）の継続実施

・ 子ども司書研修の受入数を拡大（研修後の子ども司書活動を支援）

イ 学びを支え、暮らしに役立つ図書館へ

・ 利用者ニ－ズに沿った図書資料の収集

・ 地域、行政、教育関係資料の収集

・ 自館に無い図書資料の提供・貸出を推進（他図書館との相互貸借）

・ 朗読ボランティアによる「大人のための朗読会」を継続実施

・ 図書館ボランティアの育成（ボランティア講座の継続実施）
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・ 学校等での図書館職員によるブックト－ク・読み聞かせの実施

ウ 子育てを応援する図書館へ

・ ボランティア・図書館職員による「おはなし会」を実施（乳幼児親子・児童対象）

・ 絵本リスト・おすすめブックリストの作成

・ 子育て関連資料の収集（子育て応援コ－ナ－の充実）

・ 読み聞かせグループ交流会等、ボランティアグル－プとの協働により子育てに関連する

講習会等を実施
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